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２７人のガン患者に対しＭＧＮ－３の免疫調節機能を調べた。  

ＭＧＮ－３は、糸状菌類の菌糸由来の酵素によって修飾された米糠から抽出したアラ

ビノキシランである。  

患者は異なったタイプの進行した悪性腫瘍患者で、乳ガン７人、前立腺ガン７人、多

発骨髄腫８人、白血病３人、子宮頸ガン２人である。  

全ての患者が通常のガン治療を受けながら、同時に１日３ｇのＭＧＮ－３を投与され、

投与開始後２週間、３ケ月、６ケ月のＮＫ細胞活性を調べた。  

ＮＫ細胞活性は、Ｋ５６２腫瘍細胞を標的細胞とし、エフェクター対夕ーゲット比１２：１

から１００：１の条件で 51Ｃｒ遊離法で測定した。 

その結果、  

１）ＮＫ細胞活性の基礎レベルが低い患者（１０．８－４０％）について。  

２）ＭＧＮ－３を投与するとＮＫ細胞活性が２週間目に著しく増加した。活性の増加パ

ーセントは次の通り。乳ガン１５４－３３２％(Fig4)、前立腺ガン１７４－３８５％（Fig3）、

白血病１００－２４０％（Fig2）、多発性骨髄腫１００－５３７％（Fig1）、子宮頸ガン１００

－２７５％（Fig5）。 

 



 

 

  



 

３）ＮＫ細胞活性の強化は投与後３ケ月、６ケ月目においても引き続き観察された。

我々は、ＮＫ細胞の活性を高度に増加させるＭＧＮ－３が、ガン治療における有望な

免疫療法剤であると結論する。  

ＭＧＮ－３は大和薬品株式会社により提供された。  

 


